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電力用マイクロ波通信システム設計技術

～現状と将来展望～

【発刊に際しての委員長推薦のことば】

マイクロ波通信システム専門委員会

委員長 九リ十停車力株式会社 今村弘

大規模で中鯨佐な電力系統を安定かつ効率的に運用するための通信手段として， 電力会社では高品質・高

信頼度なマイクロ波通信システムを基幹通信網の重要な設備と位置付け構築・運用してきた。

マイクロ波通信は， 電力系統の事故・故障や自然災害の影響を受けにくく， 安定した通信を実現してい

る。 近年発生した阪神・淡路大震災や東日本大震災では 光ファイパなど有線系の通信設備が被害を受け

る中， マイクロ波通信システムは回線断に至る被害を受けず， 地震発生直後の電力供給・復旧支援に大き

く貢献した。

重大な被害をもたらす災害時にも確実に通信できる基幹通信網として， マイクロ波通信システムの重要

性はますます高まっている。 今後も安定した電力供給を担う重要な通信システムとして位置付けられるに

は， これまでと同様に， 信頼性の維持・向上や伝送容量の大容量化など技術革新へ向けた継続的な取り組

みが必要となる。

また一方で， 電力システム改革に伴う競争激化を見据えた更なるコストダウンや， 大規模工事の機会が

減少する中での技術力の維持・継承など 新たな課題への取り組みも必要となる。

このような状況を踏まえ， 将来に亘り電力用マイクロ波通信に求められる責務を全うするため， 本報告

書では， 「技術継承」を最大のテーマとして マイクロ波通信システムの現状や前述した諸課題への対応及

び今後の展望について取りまとめた。 特に， 若手技術者にとって本報告書が座右にあり， マイクロ波通信

システムの設計（構築・運用全般を含む）をサポートする実際的な技術卒説書となることを心掛けて執筆

を行った。

また， 現在電力会社やメ ーカでマイクロ波通信システムに携わる技術者だ
、
けで、なく， 工事施工や保守運

用を行う会社の関係者や， この分野を志望する学生といった明日を担う方々などを含め， より多くの皆様

が本報告書を手に取り有益な情報を得ていただくことで， 本研究の成果が今後の発展や人材育成などに寄

与できることを切に願うものである。

1 . 本研究の主な活用方法

0マイクロ波通信システムの歴史と現状

電力用マイクロ波通信システムの導入及び発展の歴史を取りまとめると共に， 各電力会社の現状を

定量的に整理しており， 歴史や現状の把握及び浸計等の参考にする資料としてご活用頂きたい口
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